
第 98 回 中 国 四 国 外 科 学 会 総 会
第 28 回 中国四国内視鏡外科研究会
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日本肝胆膵外科学会中国・四国地区地域教育セミナー

2023年 9月1日（金）　第1会場

10：10 〜 11：40
テーマ：肝胆膵低侵襲手術におけるPrecision Anatomyを高度技能医修練に活かす
司　　　会：瀬尾　　智（高知大学医学部　外科学講座外科）
司　　　会：森根　裕二（徳島大学大学院医歯薬学研究部　消化器・移植外科学）
コメンテーター：岡野　圭一（香川大学医学部　消化器外科学）
コメンテーター：小林　　剛（広島大学大学院医系科学研究科　消化器・移植外科学）
コメンテーター：楳田　祐三（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　消化器外科学）
総　　　評：永野　浩昭（山口大学大学院医学系研究科　消化器・腫瘍外科学）

微細解剖の理解が導く安全・確実な肝切除術
門田　一晃（福山市民病院　外科）

肝胆膵外科医の少ない地方病院で PD を安全に行うために―局所解剖の理解と確認―
坂本　照尚（鳥取大学医学部　消化器・小児外科）

ビデオクリニック
齋藤　　裕（徳島大学大学院医歯薬学研究部　消化器・移植外科学）
安藤　恭久（香川大学医学部　消化器外科学）
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U-40 企画：今しかない！エキスパートに直接聞こう!!
–苦手克服のポイント、手術のコツ、展開の極意、認定医獲得に何が足りない？–

U-40�企画は本学会の�U-40�プログラム委員会により立案・企画・実行する学会初の試みです。若手外科医
の一番の望みは手術技術の向上であるという背景を踏まえ、エキスパートに直接質問する機会の少ない中四
国の若手にその機会を提供したいと考えました。
　中四国よりご応募頂いた若手医師達が日常の疑問や悩みを直接質問し、エキスパートの先生方に、お答え
頂きます！皆様も奮って、ご参加ください�!!

特�別�発�言：調　憲　先生（群馬大学大学院医学系研究科　総合外科学講座　肝胆膵外科　教授）

2023 年9月1日（金）

14：00 - 14：30　下部消化管
司　　　会：小佐々貴博　先生（山口大学大学院医学系研究科　消化器・腫瘍外科学）

馮　東萍　　先生（香川大学医学部消化器外科）

テーマ：肥満症例での適切な剥離の方法を知りたい！！
エキスパート：竹政伊知朗　先生（札幌医科大学医学部　消化器・総合、乳腺・内分泌外科学講座　教授）
演　　　者：鈴木有十夢　先生（山口県 JCHO 徳山中央病院）

14：30 - 15：00　肝胆膵
司　　　会：徳田　和憲　先生（愛媛県立中央病院　消化器外科）

山田眞一郎　先生（徳島大学　消化器・移植外科）

テーマ：大きな肝血管腫に対する開腹肝切除における出血量軽減の方法は？
エキスパート：本田　五郎　先生（東京女子医科大学　消化器・一般外科　教授）
　演　　　者：木村　次郎　先生（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　消化器外科学）

15：00 - 15：30　上部消化管
司　　　会：脇　悠平　　先生（徳島大学　消化器・移植外科）

吉川　雅登　先生（徳島県立三好病院　外科）

テーマ：困難症例における #6 郭清、どうしたらうまくできる？
エキスパート：比企　直樹　先生（北里大学医学部　上部消化管外科学　教授）
演　　　者：伊達　慶一　先生（岡山医療センター　外科）

15：30 - 16：00　胸部
司　　　会：坂本　晋一　先生（徳島大学　呼吸器外科）

藻利　優　　先生（愛媛大学大学院医学系研究科 心臓血管・呼吸器外科学）

テーマ：困難症例を克服するための虎の巻伝授！
エキスパート：豊岡　伸一　先生（岡山大学大学院　医歯薬学総合研究科　呼吸器・乳腺内分泌外科学　教授）
　演　　　者：南城　和正　先生（独立行政法人国立病院機構 高知病院　呼吸器外科）

竹内　大平　先生（徳島大学　呼吸器外科）
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ハンズオンセミナー

2023年 8月31日（木）

第１会場　8：30 〜 10：30
②側方郭清

講　　　師：渡邉　　純　先生（横浜市立大学附属市民総合医療センター　消化器病センター外科）

第２会場　8：30 〜 10：30
③単孔式胸腔鏡下手術

講　　　師：江花　弘基　先生（地方独立行政法人東京都立病院機構　東京都立墨東病院　呼吸器外科）

第 3 会場　8：30 〜 10：30
①腹腔鏡下胆嚢摘出術

講　　　師：本田　五郎　先生（東京女子医科大学病院　消化器・一般外科）

④大動脈弁置換術、冠動脈バイパス術

講　　　師：秦　　広樹　先生（徳島大学　心臓血管外科学）

 共催：コヴィディエンジャパン株式会社

ご
案
内

日
程
表

プ
ロ
グ
ラ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ポ
ス
タ
ー

研
修
医
・
専
攻
医

ポ
ス
タ
ー

プ
レ
ナ
リ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン

研
修
医
・
専
攻
医

優
秀
演
題

ス
ポ
ン
サ
ー
ド

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

18



シンポジウム

2023年 8月31日（木）　第1会場

シンポジウム１
肺区域切除のNew normal

13：00 〜 14：20
矢島　俊樹（香川大学医学部　呼吸器・乳腺内分泌外科）
田中　真　（岡山大学病院　呼吸器・乳腺内分泌外科）

基調講演 1　肺区域切除の最新エビデンス
近畿大学医学部外科学教室呼吸器外科部門
津谷　康大

SY1-1　　　右肺上葉区域切除術における当科の工夫と取り組み
香川大学　呼吸器・乳腺内分泌外科
横田　直哉、矢島　俊樹、三﨑　伯幸、松浦奈都美、徳永　義昌、池田　敏裕、藤本　周祐、
山田　楓

SY1-2　　　当院における複雑区域切除への取り組み
徳島大学胸部・内分泌・腫瘍外科学
坂本　晋一、滝沢　宏光、細川　暉雄、竹内　大平、住友　弘幸、宮本　直輝、森下　敦司、
河北　直也、鳥羽　博明、近藤　和也

SY1-3　　　当科における胸腔鏡下肺区域切除術〜安全確実な区域切除術の工夫
香川大学　呼吸器・乳腺内分泌外科
松浦奈都美、山田　楓、藤本　周祐、池田　敏裕、徳永　義昌、横田　直哉、三﨑　伯幸、
矢島　俊樹

SY1-4　　　ICG-VAL-MAP を用いた単孔式肺区域切除
1 公立学校共済組合　中国中央病院　呼吸器外科
2 公立学校共済組合　中国中央病院　呼吸器内科
荒木　恒太 1、吉近　諒 1、藤井　詩子 2、八杉　昌幸 2、池田　元洋 2、尾形　佳子 2、
玄馬　顕一 2、鷲尾　一浩 1

SY1-5　　　SBRT 後の局所再発に対してロボット支援下に区域切除術を施行した 1 例〜当科でのロボット
支援下区域切除の成績を含めて〜

鳥取大学医学部付属病院　呼吸器外科
藤原和歌子、小嶋　駿介、宮本　竜弥、松居　真司、大野　貴志、窪内　康晃、春木　朋広、
中村　廣繁
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2023年 9月1日（金）　第1会場

シンポジウム２
乳癌・甲状腺癌薬物治療のNew normal

13：00 〜 14：00
枝園　忠彦（岡山大学病院　乳腺内分泌外科）
三崎万理子（徳島大学大学院胸部内分泌腫瘍外科学）

SY2-1　　　甲状腺癌に対する包括的がんゲノムプロファイリング検査とオンコマイン検査の現状
1 高知医療センター　乳腺甲状腺外科、2 高知医療センター　消化器外科
大石　一行 1、吉岡　遼 1、澁谷　祐一 2、益永あかり 2、相田　眞咲 2、坂本　真也 2、
武田　絵理 2、公文　剣斗 2、吉岡　貴裕 2、三村　直毅 2、田渕　幹康 2、佐藤　琢爾 2、
稲田　涼 2、岡林　雄大 2、尾﨑　和秀 2、中村　敏夫 2

SY2-2　　　当科における進行・再発甲状腺癌に対するレンバチニブの使用経験と今後の治療戦略
徳島大学大学院胸部内分泌腫瘍外科学
三崎万理子、細川　暉雄、竹内　大平、坂本　晋一、住友　弘幸、宮本　直輝、井上　聖也、
藤原　聡史、後藤　正和、鳥羽　博明、滝沢　宏光

SY2-3　　　高齢乳癌患者における CDK4/6 阻害剤投与の検討
徳島大学大学院　胸部・内分泌・腫瘍外科学
井上　寛章、笹　聡一郎、三崎万理子、乾　友浩、行重佐和香、宮本　直輝、鳥羽　博明、
後藤　正和、滝沢　宏光

SY2-4　　　当院における CDK4/6 阻害剤の有効性、安全性および治療効果予測マーカーとして全身性免
疫マーカーの有用性の検討

岡山大学病院　乳腺内分泌外科
中本　翔伍、突沖　貴宏、守山恵利香、岡　美苗、近藤　碧、仁科　卓也、間森　智加、
高橋　侑子、岩谷　胤生、枝園　忠彦

SY2-5　　　当院における術後アジュバントとして CDK4/6 阻害剤を投与した症例について
川崎医科大学　乳腺甲状腺外科学
小池　良和、白川　絢子、常　梓、福間　佑菜、三上　剛司、緒方　良平、岩本　高行、
野村　長久、山本　裕、田中　克浩、平　成人

SY2-6　　　当院におけるサイクリン依存性キナーゼ阻害薬（CDK4/6 阻害薬）の使用状況について
1 四国がんセンター、2 四国がんセンター乳腺外科
宇野　摩耶 1、三又明日香 2、河内麻里子 2、山下美智子 2、高橋　三奈 2、青儀健二郎 2、
高畠　大典 2
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2023年 8月31日（木）　第1会場

シンポジウム３
大腸癌に対するロボット支援手術のNew normal

14：20 〜 15：40
發知　将規（愛媛県立中央病院　外科）
惠木　浩之（北里大学医学部下部消化管外科学　北里大学メディカルセンター）

基調講演　　大腸癌に対するロボット手術の現状と展望
1 横浜市立大学附属市民総合医療センター　消化器病センター外科
2 横浜市立大学医学部 消化器・腫瘍外科
渡邉　純 1、諏訪　雄亮 1、石部　敦士 2、國崎　主税 1、遠藤　格 2

SY3-1　　　ロボット支援下大腸癌手術の後期研修医執刀症例の短期成績
住友別子病院外科
田渕　諒介、赤本伸太郎、大西　一穂、武智　瞳、小西　祐輔、福原　哲治、中川　和彦

SY3-2　　　コロナ渦におけるロボット支援直腸手術の導入〜第２術者としての工夫〜
広島市立広島市民病院　外科
吉満　政義、井谷　史嗣、中野　敢友、澤田　絋幸、森内　俊行、松原　一樹、吉本　匡志、
真島　宏聡、桂　佑貴、石田　道拡、佐藤　太祐、吉田　龍一、丁田　泰宏、白川　靖博、
松川　啓義、塩崎　滋弘

SY3-3　　　右側結腸癌に対する腹腔鏡手術と比較したロボット支援手術の手技と治療成績
香川大学　消化器外科
近藤　彰宏、馮　東萍、松川　浩之、西浦　文平、安藤　恭久、須藤　広誠、浅野　栄介、
岸野　貴賢、大島　稔、隈元　謙介、岡野　圭一

SY3-4　　　術後アウトカムの向上を目指したロボット支援腹腔鏡下低位前方切除術の定型化
岡山大学病院　消化管外科
寺石　文則、庄司　良平、賀島　肇、垣内　慶彦、松三　雄騎、重安　邦俊、近藤　喜太、
黒田　新士、香川　俊輔、藤原　俊義

SY3-5　　　地域においてロボット支援下大腸がん手術を安全に普及する取り組み
1 広島大学病院　消化器外科、2 広島市立北部医療センター安佐市民病院
下村　学 1、矢野　琢也 1、赤羽慎太郎 1、佐藤　沙希 1、渡邊　淳弘 1、今岡　洸輝 1、
別木　智昭 1、小野　紘輔 1、松原　啓壮 1、望月　哲矢 1、安達　智洋 2、清水　亘 2、
大段　秀樹 1
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2023年 8月31日（木）　第2会場

シンポジウム４
低侵襲弁膜症手術のNew normal

13：00 〜 14：20
泉谷　裕則（愛媛大学大学院　心臓血管・呼吸器外科学）
吉川　泰司（鳥取大学　心臓血管外科）

基調講演 1　我が国における MICS の現状と展望－安全な MICS の普及のための日本低侵襲心臓手術学会
（J-MICS）の取り組み

兵庫医科大学　心臓血管外科
坂口　太一

基調講演 2　ロボット支援下僧帽弁形成術の立場からみた MICS の New normal
千葉西総合病院　心臓血管外科
中村　喜次、黒田　美穂、新妻　楠望、牛島　将希、吉山　大貴、安元　勇人、中山　泰介、
鶴田　亮、古舘　晃、澤　真太郎、伊藤雄二郎

SY4-1　　　Patient Side Surgeon からみた Robotic-MVP  － Console Surgeon との連携と安全対策－
鳥取大学医学部附属病院心臓血管外科
岸本祐一郎、大野原岳史、坂口　祐紀、角　尚紀、岸本　望、池田　陽祐、吉川　侑希、
山根　和真、吉川　泰司

SY4-2　　　Low volume center で行う右小開胸直視下僧帽弁形成術　初期 5 例の経験
高知大学医学部　外科学講座　心臓血管外科
三浦友二郎、斎藤　廉、吉田　圭祐、三石　淳之、中村　裕昌

SY4-3　　　MICS での左房縫縮
1 広島大学大学院医系科学研究科外科学、2 広島大学病院
高橋　信也 1、呉　晟名 2、髙崎　泰一 2、小澤　優道 2、江村　尚悟 2、徳本　大哉 2、
友田　真由 2
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2023年 9月1日（金）　第1会場

シンポジウム５
肝胆膵癌conversion surgeryのNew normal

8：50 〜 10：20
永野　浩昭（山口大学大学院　消化器・腫瘍外科学）
高田　泰次（愛媛大学　肝胆膵・乳腺外科学）

基調講演 1　肝臓癌 conversion surgery の new normal
虎の門病院　消化器外科
進藤　潤一

基調講演 2　大腸癌肝転移における Conversion surgery を念頭においた治療戦略
高知大学　外科学講座（消化器外科）
瀬尾　智、川西　泰広、藤澤　和音、宗景　匡哉、前田　広道、北川　博之、岡本　健、
並川　努、小林　道也、花崎　和弘

SY5-1　　　大腸癌肝転移 Conversion surgery における Tumor Biology の意義：多施設共同研究
1 岡山大学　消化器外科、2 岡山済生会総合病院、3 福山市民病院、4 広島市民病院
5 香川県立中央病院、6 国立病院機構 岡山医療センター、7 鳥取市立病院
8 国立病院機構 福山医療センター
木村　裕司 1、楳田　祐三 1、藤　智和 1、児島　亨 2、門田　一晃 3、佐藤　太祐 4、信岡　大輔 5、
太田　徹哉 6、大石　正博 7、稲垣　優 8、藤原　俊義 1

SY5-2　　　肝細胞癌肝外転移症例に対する Conversion surgery の現状と展望
広島大学大学院　消化器・移植外科学
大下　航、小林　剛、田所　剛志、難波　洋介、福原宗太朗、松原　啓壮、本明　慈彦、
中野　亮介、坂井　寛、黒田慎太郎、田原　裕之、大平　真裕、井手健太郎、大段　秀樹

SY5-3　　　多発肝細胞癌に対する集学的治療としての外科的切除の意義を考える
1 山口大学大学院　消化器・腫瘍外科学、2 山口大学附属病院　腫瘍センター
徳光　幸生 1、新藤芳太郎 1、松井　洋人 1、中島　正夫 1、木村　祐太 1、渡邊　裕策 1、
友近　忍 1、飯田　通久 1、鈴木　伸明 1、武田　茂 1、井岡　達也 2、永野　浩昭 1

SY5-4　　　バイオマーカーを考慮した UR 膵癌に対する Conversion Surgery の適応と成績
香川大学　消化器外科
大島　稔、須藤　広誠、安藤　恭久、松川　浩之、馮　東萍、下村　彩香、西浦　文平、
近藤　彰宏、浅野　栄介、岸野　貴賢、隈元　謙介、岡野　圭一

SY5-5　　　局所進行切除不能膵癌に対する conversion 手術の再考
1 広島大学大学院医系科学研究科　外科学、2 広島記念病院　高度医療講座
橋本　龍慶 1、上村健一郎 1、住吉　辰朗 1、新宅谷隆太 1、岡田健司郎 1、馬場　健太 1、
原田　拓光 1、村上　義昭 2、高橋　信也 1

SY5-6　　　局所進行切除不能膵癌に対する切除を企図した化学放射線療法の治療成績
島根大学医学部　消化器・総合外科
岸　隆、川畑　康成、荒川　将司、中村　光佑、日髙　匡章
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2023年 9月1日（金）　第2会場

シンポジウム6
外科研究のNew normal

14：20 〜 15：50
大段　秀樹（広島大学　大学院　消化器・移植外科学）
藤原　俊義（岡山大学学術研究院　医歯薬学域　消化器外科学）

基調講演 1　 Molecular Biomarkers in Gastrointestinal Cancers
Professor and Chair, Department of Molecular Diagnostics and Experimental Therapeutics, 
Beckman Research Institute of City of Hope
Ajay�Goel�

基調講演 2　癌合併潰瘍性大腸炎（UC）の外科診療と Epigenetic 異常から見た UC 発癌リスクに関する
トランスレーショナル研究

三重大学大学院　消化管・小児外科
問山　裕二

SY6-1　　　L- アルギニンは大腸癌老齢マウスにおける化学免疫療法の抗がん効果、がん免疫応答を増強する
1 島根大学　消化器・総合外科、2 島根大学　免疫学講座
石飛　一成 1、井上　圭亮 1、谷浦　隆仁 1、象谷ひとみ 1、百留　亮治 1、髙井　清江 1、
山本　徹 1、平原　典幸 1、原田　守 2、日髙　匡章 1

SY6-2　　　大腸癌における RNA 編集の意義〜散発型から colitic cancer まで〜
岡山大学　消化器外科
重安　邦俊、梅田　響、高橋　利明、吉田　一博、武田　正、藤　智和、安井　和也、
楳田　祐三、黒田　新士、香川　俊輔、田澤　大、藤原　俊義

SY6-3　　　Transcriptome 解析より同定した胃癌関連遺伝子 KLRG2 の機能およびシグナル経路解析
1 名古屋大学大学院医学系研究科　消化器外科学
2 名古屋大学医学部附属病院　医療機器総合管理部
篠塚　高宏 1、神田　光郎 1、清水　大 1、中西　香企 1、梅田　晋一 1、猪川　祥邦 1、
高見　秀樹 1、服部　憲史 1、林　真路 1、田中　千恵 1、中山　吾郎 1、藤原　道隆 2、
小寺　泰弘 1

SY6-4　　　高齢者胆道癌における新たなバイオマーカーの検索　〜術前免疫炎症マーカーとサルコペニア
の意義〜

独立行政法人国立病院機構　福山医療センター　外科
内海　方嗣、柚木　宏介、櫻井　湧哉、岡林　弘樹、北田　浩二、濱野　亮輔、宮宗　秀明、
徳永　尚之、常光　洋輔、大塚　眞哉、稲垣　優
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2023年 9月1日（金）　第2会場

シンポジウム７
胃癌手術のNew normal

13：00 〜 14：20
藤原　義之（鳥取大学医学部 器官制御外科学講座　病態制御外科学）
黒田　新士（岡山大学病院　消化管外科 / 低侵襲治療センター）

基調講演 1　ロボット手術が変える胃癌手術の New normal
名古屋市立大学消化器外科学
瀧口　修司

SY7-1　　　香川県立中央病院におけるロボット支援下胃切除に対する考え方
香川県立中央病院　消化器・一般外科
田中　則光、高橋　優太、中嶋　章裕、佐治万里江、木下　新作、岩田　一馬、津高　慎平、
須井　健太、市原　周治、信岡　大輔、大谷　弘樹、矢野　匡亮、大橋龍一郎

SY7-2　　　ロボット時代における胃癌手術教育の New normal を目指した取り組み
福山市民病院　外科
香川　哲也、近藤　裕平、淺海　信也、桑田　起雄、早間　洋平、藤井　広、真鍋　建太、
三浦奈緒子、岩崎　寿光、石川　亘、門田　一晃、黒瀬　洋平、日置　勝義、貞森　裕、
高倉　範尚

SY7-3　　　ロボット手術時代における手術教育法：Double-surgeon technique による術者として必要
な要素の修練

岡山大学　消化器外科学
垣内　慶彦、黒田　新士、菊地　覚次、賀島　肇、金谷　信彦、香川　俊輔、藤原　俊義

SY7-4　　　後期ならびに超高齢者に対する当院のロボット支援胃癌手術の現状
高知赤十字病院　外科
山井　礼道、竹原　恵美、山田　亮、岩部　純、上村　直、松岡　永、大西　一久、
谷田　信行

SY7-5　　　食道胃接合部癌や胃体上部進行胃癌に対する術前 SOX 療法の治療効果
岡山赤十字病院　消化器外科
赤井　正明、高木　章司、環　文乃、柳原　飛翔、高橋　立成、多田羅　望、三又　雄大、
熊野健二郎、杭瀬　崇、丸山　昌伸、山野　寿久、池田　英二、劒持　雅一

SY7-6　　　上部胃癌に対するロボット支援胃癌手術の定型化 - Left-handed LCS and pincer approach -
徳島大学　消化器・移植外科
西　正暁、島田　光生、吉川　幸造、徳永　卓哉、中尾　寿宏、高須　千絵、柏原　秀也、
和田　悠馬、良元　俊昭
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ポスター

2023年 8月31日（木）

ポスター１　大腸・小腸・肛門

16：30 〜 17：30
岡本　　健（高知大学　医療学講座　医療管理学分野）

P1-1　　　 虫垂原発 Burkitt lymphoma による急性虫垂炎を呈した一例
1 今治医師会市民病院、2 済生会西条病院、
3 愛媛大学医学部付属病院 血液・免疫・感染症内科学講座
曽我部恭成 1、常光　謙輔 2、石井　博 2、小橋　研太 2、升田　智也 2、杉本　竜馬 2

波呂　卓 3、小西　達也 3

P1-2　　　 急性虫垂炎で発症し診断に苦慮した結核性腹膜炎の一例
1 香川労災病院、2 香川労災病院　外科
藤原　潤一 1、大谷　朋子 2、宮本　真志 2、戸嶋　圭 2、濵田　侑紀 2、小西　大輔 2、
戸嶋　俊明 2、徳毛　誠樹 2、小林　正彦 2、吉川　武志 2、村岡　篤 2、國土　泰孝 2

P1-3　　　 腸重積症を発症した小腸炎症性線維性ポリープの 2 例
JA 徳島厚生連吉野川医療センター
岩川　陽介、佐藤　宏彦、太田　昇吾、杉本　光司、鷹村　和人

P1-4　　　 腸閉塞に対して腹腔鏡下小腸切除術を施行した腸管子宮内膜症の 1 例
愛媛県立中央病院　消化器外科
溜尾　美咲、神崎　雅之、髙田　厚史、佐藤　公一、八木　草彦、大谷　広美

P1-5　　　 特発性腸間膜静脈硬化症を有する上行結腸癌の 1 切除例
愛媛県立中央病院　消化器外科
五葉　海、神崎　雅之、沖川　昌平、宇都宮　健、大畠　将義、渡部　美弥、發知　将規、
古手川洋志、吉山　広嗣、八木　草彦、大谷　広美

P1-6　　　 吻合部再発術後の切除不能骨盤内再再発に対して pembrolizumab 投与にて長期奏効が得ら
れている MSI-high 直腸癌の一例

1 川崎医科大学　消化器外科学、2 川崎医科大学　臨床腫瘍学
兼定　航 1、吉松　和彦 1、伊藤　嘉智 1、田中　宏典 1、東田　正陽 1、岡田　敏正 1、
遠藤　俊治 1、藤原　由規 1、永坂　岳司 2、上野　富雄 1

P1-7　　　巨大直腸 GIST に対して術前化学療法後に根治術を施行した一例
鳥取大学医学部消化器・小児外科学分野
石黒　諒、山本　学、田部　博山、澤田　将平、河野　友輔、木原　恭一、松永　知之、
徳安　成郎、坂本　照尚、藤原　義之

ポスター２　大腸・小腸・肛門

16：30 〜 17：30
寺石　文則（岡山大学病院　消化管外科）

P2-1　　　 腹腔鏡下直腸・S 状結腸切除術における電動自動吻合器の有用性の検討
松山赤十字病院　外科
信藤　由成、舟越　弘樹、中西　充、徳永　貴之、木村　光一、矢野　博子、梶原勇一郎、
永田　茂行、皆川　亮介、南　一仁、西﨑　隆
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P2-2　　　 当院における腹腔鏡下人工肛門閉鎖術の工夫　体腔内吻合による閉鎖術を施行した 3 例
倚山会　田岡病院　外科
加茂　仁美、吉岡　一夫、開野友佳理、角瀬　裕子、沖津　宏、冨永　健太、沖津　奈都、
喜多　良孝、高井　茂治

P2-3　　　 ICG 蛍光法が吻合腸管の血流評価に有用であった一例
川崎医科大学附属病院　消化器外科
上野　綸、伊藤　嘉智、井上　貴裕、堀　昌明、景山　千幸、木下　征也、北川　集士、
岩本　怜、峯田　修明、兼定　航、東田　正陽、岡田　敏正、遠藤　俊治、吉松　和彦、
藤原　由規、上野　富雄

P2-4　　　 術前に診断しえた回結腸静脈の分岐形態異常を伴う上行結腸癌の 1 例
国家公務員共済組合連合会広島記念病院　外科
倉岡　憲正、小林　弘典、石田　駿斗、森　政悠、岡本　暢之、豊田　和宏、矢野　雷太、
橋本　泰司、横山雄二郎、坂下　吉弘、村上　義昭、宮本　勝也

P2-5　　　 膵頭十二支腸切除後 13 年目に発症した直腸癌に対して、ロボット支援下低位前方切除を施行
した 1 例

1 津山中央病院　外科、2 津山中央病院　
遠藤　福力 1、西崎　正彦 2、多胡　和馬 2、脇　葵 2、成田　周平 2、大島圭一朗 2、宮本　学 2、
伊藤　雅典 2、岡田　剛 2、西川　仁士 2、篠浦　先 2、繁光　薫 2、林　同輔 2

P2-6　　　 右側結腸癌に対するロボット支援下手術の導入
1 徳島赤十字病院、2 徳島赤十字病院　外科
湯浅　康弘 1、庄野　隆志 2、溝渕　海 2、福田　美月 2、山本　清成 2、西岡　康平 2、
松尾　祐太 2、森　理 2、兼松　美幸 2、浜田　陽子 2、西野　豪志 2、富林　敦司 2、
川中　妙子 2、石倉　久嗣 2

P2-7　　　 75 歳以上の pStageIII 高齢者大腸癌症例の長期成績
1 島根大学医学部附属病院、2 島根大学医学部　消化器総合外科
谷浦　隆仁 1、山本　徹 2、井上　圭亮 2、石飛　一成 2、象谷ひとみ 2、百留　亮治 2、
髙井　清江 2、平原　典幸 2、日髙　匡章 2

ポスター３　大腸・小腸・肛門

16：30 〜 17：30
山本　　徹（島根大学医学部　消化器・総合外科）

P3-1　　　 上部消化管造影検査後に発症したバリウム腹膜炎の 5 例
独立行政法人国立病院機構高知病院　外科・呼吸器外科
東島　潤、南城　和正、石川　大地、金本　真美、本田　純子、福山　充俊、日野　弘之、
先山　正二

P3-2　　　 虫垂穿孔性腹膜炎に対して保存的加療を施行した 1 例
川崎医科大学附属病院　消化器外科
木下　征也、岡田　敏正、井上　貴裕、堀　昌明、景山　千幸、北川　集士、岩本　怜、
上野　綸、峯田　修明、兼定　航、東田　正陽、伊藤　嘉智、遠藤　俊治、吉松　和彦、
藤原　由規、上野　富雄

P3-3　　　 直腸異物（大根）を観血的に摘出した１例
高知大学医学部外科学講座　消化器外科
前田　将宏、藤澤　和音、丸井　輝、田中　智規、山口　祥、前田　広道、岡本　健、
瀬尾　智
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P3-4　　　 魚骨による小腸穿通に対し腹腔鏡下に縫合閉鎖した 1 例
1 高知大学　外科学講座消化器外科、2 高知大学　医療管理学
横田啓一郎 1、北川　博之 1、並川　努 1、小林　道也 2、瀬尾　智 1

P3-5　　　 盲腸捻転で生じた閉塞性イレウスの一例
1 独立行政法人国立病院機構　関門医療センター　外科
2 独立行政法人国立病院機構　関門医療センター　心臓血管外科
酒井　豊吾 1、北原　正博 1、佐伯　晋吾 1、村上　雅憲 2、吉田　晋 1、長島由紀子 1、
坂本　和彦 1、矢原　昇 1、吉野　茂文 1

P3-6　　　 大網に限局した結節性アミロイドーシスに対して腹腔鏡下腫瘤摘出術を施行した１例
1 鳥取県立中央病院、2 鳥取県立中央病院　外科
織原　淳平 1、和田　大和 2、津田亜由美 2、内仲　英 2、尾﨑　知博 2、蘆田　啓吾 2、
建部　茂 2、廣岡　保明 2

P3-7　　　 臓器露出を伴う腹膜炎術後の創部哆開に対して局所陰圧閉鎖療法を施行した 1 例
1 広島大学病院　消化器・移植外科、2 広島大学病院　看護部
石川　聖 1、下村　学 1、矢野　琢也 1、赤羽慎太郎 1、佐藤　沙希 1、渡邊　淳弘 1、別木　智昭 1、
松原　啓壮 1、今岡　洸輝 1、小野　紘輔 1、望月　哲矢 1、大山ひとみ 2、大段　秀樹 1

ポスター４　呼吸器・縦隔

16：30 〜 17：30
田村　昌也（高知大学医学部　外科学講座　呼吸器外科）

P4-1　　　 術前生検が扁平上皮乳頭腫の診断であった気管支粘表皮癌の一切除例
1 国立病院機構　四国がんセンター、2 国立病院機構　四国がんセンター　呼吸器外科
3 国立病院機構　四国がんセンター　病理科
水野　大輔 1、上野　剛 2、末久　弘 2、重松　久之 2、山下　素弘 2、寺本　典弘 3

P4-2　　　 MRSA 肺炎を合併し治療に難渋した先天性気管支閉鎖症の 1 切除例
岡山大学病院　呼吸器外科
三原　大樹、田中　真、枝園　和彦、山本　寛斉、石村　昂誠、今西謙太郎、林　龍也、
藤井龍之介、橋本　好平、諏澤　憲、三好健太郎、岡崎　幹生、杉本誠一郎、豊岡　伸一

P4-3　　　 右上葉および B6a の転位性気管支を有する肺癌症例に対する右上葉切除の 1 手術例
赤穂中央病院　呼吸器科
柳沼　裕嗣

P4-4　　　 完全胸腔鏡下左 S3 区域切除を施行した Lymphoepithelioma-like carcinoma の一例
鳥取県立厚生病院　胸部外科
髙木　雄三、安田　健悟

P4-5　　　 術前に診断が困難であったアスペルギローマ合併肺癌の 1 例
徳島大学　胸部・内分泌・腫瘍外科
竹内　大平、河北　直也、細川　暉雄、住友　弘幸、宮本　直輝、坂本　晋一、森下　敦司、
鳥羽　博明、近藤　和也、滝沢　宏光

P4-6　　　 術前化学療法で腫瘍マーカーが正常化しなかった縦隔胚細胞腫瘍（yolk sac tumor）の一例
高知赤十字病院　外科
松岡　永、竹原　恵美、山田　亮、植田　康司、岩部　純、上村　直、甫喜本憲弘、山井　礼道、
吉田　光輝、大西　一久、谷田　信行
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P4-7　　　 肺病変を形成し肺犬糸状虫症との鑑別を要したオンコセルカ症
山口宇部医療センター　呼吸器外科
井野川英利、妹尾　知哉、岡田　真典、沖田　理貴

ポスター５　呼吸器・縦隔

16：30 〜 17：30
荒木　恒太（公立学校共済組合　中国中央病院　呼吸器外科）

P5-1　　　 肺底動脈大動脈起始症に対する胸腔鏡下左肺底区域切除術の２症例
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　呼吸器・乳腺内分泌外科
林　龍也、三好健太郎、調枝　治樹、今西謙太郎、三原　大樹、石村　昴誠、藤井龍之介、
橋本　好平、田中　真、諏澤　憲、枝園　和彦、山本　寛斉、岡崎　幹生、杉本誠一郎、
豊岡　伸一

P5-2　　　 腹膜透析による横隔膜交通症に対して術中 ICG を用いて横隔膜縫縮術を施行した一例
岡山大学　呼吸器外科
林　直宏、橋本　好平、調枝　治樹、田中　真、枝園　和彦、諏澤　憲、三好健太郎、
山本　寛斉、岡﨑　幹生、杉本誠一郎、豊岡　伸一

P5-3　　　 原発性自然気胸に対する単孔式胸腔鏡手術の有用性について
1 愛媛大学大学院医学系研究科心臓血管・呼吸器外科学
2 愛媛大学大学院医学系研究科心臓血管・呼吸器外科、3 愛媛医療センター　外科
藻利　優 1、植木　貴史 1、石村　孝夫 2、杉原　貴仁 2、桐山　洋介 2、坂尾　伸彦 2、
大谷　真二 1、湯汲　俊悟 3、佐野　由文 1、泉谷　裕則 1

P5-4　　　 縦隔良性腫瘍手術の安全性を担保する
　　　　　　MICS（minimally invasive cardiovascular surgery）の術式の有用性

1 高知赤十字病院　呼吸器外科、2 高知赤十字病院　心臓血管外科
3 高知赤十字病院　消化器外科、4 高知赤十字病院　乳腺甲状腺外科
5 高知赤十字病院　病理診断科
吉田　光輝 1、市川　洋一 2、松岡　永 1、山田　亮 1、竹原　恵美 1、山井　礼道 3、大西　一久 3、
甫喜本憲弘 4、上村　直 3、岩部　純 3、植田　康司 3、田埜　和利 2、頼田　顕辞 5、
谷田　信行 1

P5-5　　　 高度分葉不全に対する単孔式左下葉切除術の経験
独立行政法人　国立病院機構高知病院　呼吸器外科・外科
日野　弘之、南城　和正、石川　大地、金本　真美、東島　潤、本田　純子、福山　充俊、
先山　正二

P5-6　　　 同時性両側肺悪性腫瘍に対する肺切除術の検討
岡山済生会総合病院
奥谷　大介、坂本　美咲、楢原　友希、河合　健吾、片岡　正文

ポスター６　心臓・血管

16：30 〜 17：30
堀井　泰浩（香川大学　医学部心臓血管外科）

P6-1　　　 総胆管穿破・胆道出血を来した真性総肝動脈瘤に対して瘤切除、固有肝動脈再建、胆道再建の
緊急手術を行った 1 例

1 川崎医科大学　総合医療センター　外科、2 岡山大学　心臓血管外科
3 岡山大学　肝胆膵外科
村岡　玄哉 1、加藤源太郎 2、森岡　慧 2、廣田　真規 2、谷口　厚樹 3、岡田　尚大 3、
藤　智和 3、楳田　祐三 3、笠原　真悟 2
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P6-2　　　 特発性左外腸骨静脈破裂の一例
岡山大学　心臓血管外科
三浦　望、武田　直人、杭ノ瀬慶彦、盛岡　慧、高尾賢一朗、岸　良匡、鈴木　浩之、
成宮　悠仁、辻　龍典、加藤源一郎、廣田　真規、川畑　拓也、黒子　洋介、小谷　泰弘、
笠原　真悟

P6-3　　　 弁のサイジングに悩んだ高度石灰化を伴う type1 の 2 尖弁に対する TAVI 治療の 1 例
鳥取大学 心臓血管外科
熊谷　国孝、岸本祐一郎、大野原岳史、坂口　祐紀、角　尚紀、池田　陽祐、岸本　望、
吉川　侑希、山根　和真、吉川　泰司

P6-4　　　 胸腹部大動脈置換術後に生じた横隔膜ヘルニアの 1 例
徳島赤十字病院　外科
庄野　隆志、湯浅　康弘、福田　美月、溝渕　海、山本　清成、西岡　康平、松尾　祐太、
森　理、兼松　美幸、浜田　陽子、西野　豪志、富林　敦司、川中　妙子、石倉　久嗣

P6-5　　　 Nuss 法と肋軟骨切除を組み合わせた胸骨挙上法の経験
岡山大学　小児外科
宮田　将徳、尾山　貴徳、谷本　光隆、野田　卓男

ポスター７　ヘルニア・救急・小児外科

16：30 〜 17：30
髙岡　宗徳（川崎医科大学総合医療センター　外科）

P7-1　　　 成人鼠径部ヘルニアにおける到達法の異なる腹膜前修復法の比較検討－ TAPP 法 VS DK 法－
JA 徳島厚生連吉野川医療センター
佐藤　宏彦、岩川　陽介、太田　昇吾、杉本　光司、鷹村　和人

P7-2　　　 閉鎖孔ヘルニア嵌頓に対して用手還納して緊急手術を回避した症例
川崎医科大学　消化器外科
峯田　修明、井上　貴裕、堀　昌明、景山　千幸、木下　征也、北川　集士、岩本　怜、
上野　綸、兼定　航、東田　正陽、伊藤　嘉智、岡田　敏正、遠藤　俊治、吉松　和彦、
藤原　由規、上野　富雄

P7-3　　　 疼痛を伴う腹壁瘢痕ヘルニア術後再々発に対し、腹腔鏡下ヘルニア修復術を施行した一例
岡山医療センター　外科
伊達　慶一、太田　徹哉、塩入　幹汰、松田　直樹、野上　智弘、久保　孝文、秋山　一郎、
松村　年久、野﨑　功雄、國末　浩範、藤原　拓造

P7-4　　　 腹腔鏡下肝外側区域切除後に遅発性に左横隔膜ヘルニア胃嵌頓を発症した 1 例
香川県立中央病院 消化器・一般外科
木下　新作、髙橋　優太、田中　則光、佐治万里江、中嶋　章裕、岩田　一馬、津髙　慎平、
須井　健太、信岡　大輔、市原　周治、大谷　弘樹、矢野　匡亮、大橋龍一郎

P7-5　　　 内臓逆位症に合併した脾捻転に対して腹腔鏡下脾臓摘出術を施行した 1 例
徳島赤十字病院　外科
西岡　康平、富林　敦司、庄野　隆志、福田　美月、溝渕　海、山本　清成、松尾　祐太、
森　理、兼松　美幸、西野　豪志、浜田　陽子、湯浅　康弘、川中　妙子、石倉　久嗣

P7-6　　　 急性虫垂炎および急性胆嚢炎に対する緊急手術は，時間内手術に移行しても、同等の診療の質
で時間外労働時間を削減できる

済生会松山病院　外科
高井　昭洋、田中　仁、山元　英資、小坂　芳和、安岡　康夫
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P7-7　　　 正中弓状靭帯圧迫症候群の治療実績について
川崎医科大学　消化器外科
東田　正陽、遠藤　俊治、藤原　由規、兼定　航、伊藤　嘉智、岡田　敏正、吉松　和彦、
上野　富雄

2023年 9月1日（金）

ポスター８　肝・脾

16：10 〜 17：00
徳光　幸生（山口大学大学院　消化器・腫瘍外科学）

P8-1　　　 多職種合同チーム介入が有効であった超高齢患者に対する門脈塞栓併用肝右葉切除の報告
島根大学消化器総合外科
中村　光佑、川畑　康成、荒川　将司、岸　隆、日髙　匡章

P8-2　　　 肝胆膵外科学会高度技能専門医および内視鏡外科学会技術認定医を目指す立場での腹腔鏡下膵
体尾部切除術の修練実績

松山赤十字病院　外科
木村　光一、皆川　亮介、舟越　弘樹、中西　充、徳永　貴之、信藤　由成、矢野　博子、
梶原勇一郎、永田　茂行、南　一仁、西崎　隆

P8-3　　　 教室における腹腔鏡下再肝切除例の治療戦略
1 山口大学大学院 消化器・腫瘍外科学、2 山口大学医学部附属病院 腫瘍センター
木村　祐太 1、中島　正夫 1、徳光　幸生 1、新藤芳太郎 1、松井　洋人 1、渡邊　裕策 1、
友近　忍 1、飯田　通久 1、鈴木　伸明 1、武田　茂 1、井岡　達也 2、永野　浩昭 1

P8-4　　　 ロボット支援下肝切除の導入と GelPoit Mini の有用性
1 山口大学大学院　消化器・腫瘍外科学、2 山口大学附属病院　腫瘍センター
堤　甲輔 1、徳光　幸生 1、新藤芳太郎 1、松井　洋人 1、中島　正夫 1、木村　祐太 1、
渡邊　裕策 1、友近　忍 1、吉田　晋 1、飯田　通久 1、鈴木　伸明 1、武田　茂 1、井岡　達也 2、
永野　浩昭 1

P8-5　　　 リンパ節転移を伴う肝細胞癌と細胆管細胞癌の同時性重複癌の 1 例
香川大学　消化器外科
松川　浩之、須藤　広誠、西垣　新、福家　拓郎、藤木　友花、香西　純、馮　凍萍、
下村　彩香、西浦　文平、近藤　彰宏、安藤　恭久、浅野　栄介、岸野　貴賢、大島　稔、
隈元　謙介、岡野　圭一

P8-6　　　 竹串による肝膿瘍に対して腹腔鏡下異物除去術を行った一例
愛媛県立中央病院 消化器外科
武原悠花子、大野　拓也、德田　和憲、上野　義智、花岡　潤、渡邊　常太、大谷　広美

P8-7　　　 乳癌脾転移との鑑別を要した脾腫瘍に対し用手補助腹腔鏡下脾臓摘出術を行った１例
高知大学医学部外科学講座　消化器外科
藤澤　和音、新納　健人、川西　泰広、宗景　匡哉、瀬尾　智
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ポスター９　胆・膵

16：10 〜 17：00
大平　真裕（広島大学病院　消化器・移植外科）

P9-1　　　 緊急・待機手術における腹腔鏡下胆嚢亜全摘術の周術期成績
山口大学　器官病態外科学
末田　侑香、原田栄二郎、河内　隆将、須藤優太郎、藤田　顕弘、竹本　圭宏、濱野　公一

P9-2　　　 腹腔鏡手術にて治療を行った胆嚢捻転症の一例
川崎医科大学　消化器外科学
景山　千幸、東田　正陽、井上　貴裕、堀　昌明、木下　征也、北川　集士、岩本　怜、
上野　綸、峯田　修明、兼定　航、伊藤　嘉智、岡田　敏正、遠藤　俊治、吉松　和彦、
藤原　由規、上野　富雄

P9-3　　　 三管合流部の総胆管結石により生じた胆管結腸瘻の１例
愛媛県立中央病院　消化器外科
髙田　厚史、大野　拓也、武原悠花子、沖川　昌平、徳田　和憲、上野　義智、花岡　潤、
渡邊　常太、大谷　広美

P9-4　　　 腺房細胞癌に神経内分泌癌を伴った膵併存腫瘍の１例
川崎医科大学総合医療センター　外科
髙岡　宗徳、小西　貴子、浦上　淳、澁谷　明広、田中　晶子、松下　和輝、神原　啓伸、
赤木　晃久、浦野　貴至、松原　正樹、石田　尚正、林　次郎、吉田　和弘、羽井佐　実、
山辻　知樹

P9-5　　　 早期膵がんを否定できない限局性膵萎縮に対し、膵体尾部切除術を施行した 3 例
1JCHO 徳山中央病院 外科、2JCHO 徳山中央病院 消化器内科
鈴木有十夢 1、松隈　聰 1、仙譽　学 2、山谷　優明 1、原口　大希 1、山本　直宗 1、吉峯　宗大 1、
得能　和久 1、坂野　尚 1、河岡　徹 1、藤田　雄司 1、秋山　紀雄 1、横山雄一郎 2、山本　滋 1

P9-6　　　 膵内副脾に発生した epidermoid cyct の一例
高松市立みんなの病院
宮崎　克己、横田　典子、四方　祐子、中川美砂子、篠原　永光、黒田　武志、居村　暁、
福田　洋、和田　大助

P9-7　　　 胆管内へ穿破し胆道出血を繰り返した漿液性嚢胞腫瘍の 1 例
岡山赤十字病院　消化器外科
柳原　飛翔、杭瀬　崇、山野　寿久、環　文乃、高橋　立成、多田羅　望、三又　雄大、
赤井　正明、熊野健二郎、丸山　昌伸、高木　章司、池田　英二、劔持　雅一

ポスター10　膵

16：10 〜 17：00
安井　和也（岡山大学消化器外科学）

P10-1　　　ロボット支援下尾側膵切除術の初期経験と短期成績
香川大学　消化器外科
安藤　恭久、藤木　友花、西垣　新、福家　拓郎、香西　純、馮　東萍、長尾　美奈、
松川　浩之、西浦　文平、近藤　彰宏、須藤　広誠、浅野　栄介、岸野　貴賢、大島　稔、
隈元　謙介、岡野　圭一
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P10-2　　　高齢膵頭部癌患者に対する膵頭十二指腸切除術の合併症評価
1 高知大学　医学部　外科学講座　外科、2 高知大学　医学部　附属病院　病院長
宗景　匡哉 1、藤澤　和音 1、新納　健人 1、田中　智規 1、川西　泰広 1、前田　広道 1、
北川　博之 1、岡本　健 1、並川　努 1、花﨑　和弘 2、瀬尾　智 1

P10-3　　　当院における腹腔鏡下膵頭十二指腸切除の短期成績
1 愛媛県立中央病院、2 愛媛県立中央病院　消化器外科
徳田　和憲 1、花岡　潤 2、大野　拓也 2、武原悠花子 2、高田　厚史 2、上野　義智 2、
渡邊　常太 2、大谷　広美 2

P10-4　　　80 歳以上の高齢胆道癌患者に対する膵頭十二指腸切除術の短期・長期成績の検討
国立病院機構福山医療センター　外科
岡林　弘樹、内海　方嗣、柚木　宏介、櫻井　湧哉、北田　浩二、濱野　亮輔、徳永　尚之、
宮宗　秀明、常光　洋輔、大塚　眞哉、稲垣　優

P10-5　　　膵転移を有する StageIV 腎細胞癌症例に対し泌尿器科との合同でロボット支援下膵腎同時切 
除を施行した１例

愛媛大学医学部　肝臓・胆嚢・膵臓・移植外科
疋田　貴大、坂元　克考、坂本　明優、岩田　みく、伊藤　千尋、西　悠介、新恵　幹也、
浦岡　未央、永岡　智之、本庄　真彦、田村　圭、船水　尚武、小川　晃平、高田　泰次

P10-6　　　膵頭部 BD-IPMN に対する縮小手術の有用性に関する検討
松山赤十字病院　外科
皆川　亮介、木村　光一、永田　茂行、舟越　弘樹、中西　充、信籐　由成、矢野　博子、
梶原勇一郎、南　一仁、西﨑　隆

ポスター11　胃

16：10 〜 17：00
岸野　貴賢（香川大学医学部　消化器外科　講師）

P11-1　　　胃癌肥満症例に対する低侵襲手術の工夫
国立病院機構　岩国医療センター
渡邉めぐみ、毛利　謙吾、土井田　進、三宅　英輝、鳩野みなみ、梶岡　裕紀、小川　俊博、
谷口　文崇、荒田　尚、勝田　浩、田中屋宏爾、青木　秀樹

P11-2　　　腹腔鏡下幽門保存胃切除術における手縫い再建法の手技と工夫
徳島市民病院　外科
尾形　頼彦、仲須　千春、近藤愛貴美、西庄　文、澤田　徹、宇山　攻、小笠原　卓、
金村　普史、渡邉　貴紀、日野　直樹、三宅　秀則

P11-3　　　噴門側胃切除後の残胃癌に対してロボット支援残胃亜全摘とダブルトラクト法再建を行った
EBV 関連胃癌の 1 例

徳島赤十字病院　外科
森　理、湯浅　康弘、庄野　隆志、溝渕　海、福田　美月、山本　清成、西岡　康平、
松尾　祐太、兼松　美幸、富林　敦司、西野　豪志、浜田　陽子、川中　妙子、石倉　久嗣

P11-4　　　胃穹隆部の粘膜下腫瘍に対し安全に単孔式腹腔鏡下胃内手術を施行し得た 1 例
1 徳島市民病院　外科、2 徳島県立中央病院　外科
岩橋　衆一 1、2、黒田　武志 1、仲須　千春 1、竹原　恵美 1、近清　素也 1、宇山　攻 1、
小笠原　卓 1、金村　普史 1、日野　直樹 1、三宅　秀則 1

P11-5　　　術前診断しえた EB ウイルス関連胃癌に腹腔鏡補助下胃全摘術を行った 1 例
庄原赤十字病院　外科
中村　峻輔、髙嶌　寛年、高橋　政史、加藤　貴光
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P11-6　　　術前診断が得られた G-CSF 産生胃癌の 1 例
愛媛大学大学院　消化管・腫瘍外科学講座
加洲　範明、吉田　素平、中城　裕二、宮地　太一、渡部　克哉、高木　健次、垣生　恭佑、
大木　悠輔、谷川　和史、桑原　淳、菊池　聡、秋田　聡、古賀　繁宏、石丸　啓、
恵木　浩之

P11-7　　　当院における進行胃癌に対する腹腔鏡下胃切除術の治療成績の検討
岡山赤十字病院
三又　雄大、赤井　正明、高木　章司、環　文乃、柳原　飛翔、高橋　立成、多田羅　望、
熊野健二郎、杭瀬　崇、丸山　昌伸、山野　寿久、池田　英二、劒持　雅一

ポスター12　食道

16：10 〜 17：00
東田　正陽（川崎医科大学　消化器外科学）

P12-1　　　食道癌術後再発患者における Cachexia Index の有用性の検討
鳥取大学医学部　消化器・小児外科学分野
坂野　悠、松永　知之、高橋　朋大、牧野谷真弘、清水　翔太、宍戸　裕二、宮谷　幸造、
坂本　照尚、長谷川利路、藤原　義之

P12-2　　　食道癌術前化学療法症例における血清亜鉛値と有害事象との関連
1 岡山大学医学部　消化器外科、2 広島市立広島市民病院　外科
田辺　俊介 1、2、野間　和広 1、濱﨑　友洋 1、安井　雄一 1、河﨑　健人 1、國友　知義 1、
橋本　将志 1、加藤　卓也 1、前田　直見 1、白川　靖博 2、藤原　俊義 1

P12-3　　　胸部食道癌術後吻合部再発に対して骨合併切除を伴う外科切除を行なった 1 例
1 高知医療センター　消化器外科・一般外科、2 高知医療センター　形成外科
相田　眞咲 1、佐藤　琢爾 1、三村　直毅 1、高田　暢夫 1、大石　一行 1、岡林　雄大 1、
尾崎　和秀 1、澁谷　祐一 1、五石　圭一 2

P12-4　　　食道胃接合部癌術後肝転移に対し FP+Pembrolizumab 療法で pCR を得られた 1 例
長門総合病院　外科
池下　貴広、久我　貴之、重田　匡利、矢野　由香

P12-5　　　頸部食道扁平上皮癌の腹膜播種と横行結腸癌が併存した 1 例
徳島赤十字病院　外科
西野　豪志、湯浅　康弘、庄野　隆志、溝渕　海、山本　清成、福田　美月、西岡　康平、
松尾　祐太、森　理、富林　敦司、浜田　陽子、兼松　美幸、川中　妙子、石倉　久嗣

ポスター13　食道

16：10 〜 17：00
後藤　正和（徳島大学大学院　胸部・内分泌・腫瘍外科学分野）

P13-1　　　市中病院で経験した咽頭喉頭食道全摘術 8 例の検討
高知医療センター　消化器外科
佐藤　琢爾、澁谷　祐一、高田　暢夫、三村　直毅、相田　眞咲、岡林　雄大、稲田　涼、
尾崎　和秀
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P13-2　　　当院における食道癌に対する縦隔鏡下手術
広島市立広島市民病院　外科
森内　俊行、桂　佑貴、白川　靖博、松原　一樹、吉本　匡志、真島　宏聡、澤田　紘幸、
石田　道拡、佐藤　太祐、吉田　龍一、丁田　泰宏、吉満　政義、中野　敢友、井谷　史嗣、
松川　啓義、塩崎　滋弘

P13-3　　　食道癌における 112aoP リンパ節の腹腔鏡アプローチによる系統的郭清
1 岡山大学　医学部　消化器外科、2 広島市立広島市民病院
橋本　将志 1、野間　和広 1、濱崎　友洋 1、安井　雄一 1、國友　知義 1、河崎　健人 1、
加藤　卓也 1、前田　直見 1、田辺　俊介 1、白川　靖博 2、藤原　俊義 1

P13-4　　　肺静脈亜型を有する食道癌に対する 107.109 郭清のピットフォール
島根大学消化器総合外科
松原　毅、平原　典幸、高尾　聡、林　彦多、日髙　匡章

P13-5　　　食道癌手術における胃管作成に対する術式の検討
徳島大学大学院　胸部・内分泌・腫瘍外科
藤原　聡史、行重佐和香、竹内　大平、高杉　遥、住友　弘幸、森下　敦司、井上　聖也、
後藤　正和、鳥羽　博明、滝沢　宏光

ポスター14　乳腺・甲状腺・内分泌

16：10 〜 17：00
小池　良和（川崎医科大学　乳腺甲状腺外科学）

P14-1　　　巨大甲状腺腫を伴うバセドウ病に対するアクロサージを使用した Minimally invasive video-
assisted thyroidectomy （MIVAT）の実践

岡山市立市民病院
池田　宏国、藤井　健人、池谷　七海、橋田　真輔、原田　昌明、山本　澄治、沖田　充司、
佃　和憲

P14-2　　　当科での内視鏡補助下甲状腺手術における術中出血と視野展開への留意点
1 徳島市民病院、2 徳島市民病院　外科
小笠原　卓 1、仲須　千春 2、近藤愛貴美 2、西庄　文 2、澤田　徹 2、宇山　攻 2、金村　普史 2、
渡邉　貴紀 2、尾形　頼彦 2、日野　直樹 2、三宅　秀則 2

P14-3　　　レンバチニブ投与により難治性気胸を発症した甲状腺未分化癌の一例
徳島大学大学院　胸部・内分泌・腫瘍外科学
宮本　直輝、三崎万理子、井﨑富由実、竹内　大平、住友　弘幸、坂本　晋一、井上　聖也、
藤原　聡史、河北　直也、後藤　正和、鳥羽　博明、滝沢　宏光

P14-4　　　 2 回の経カテーテル動脈塞栓術（TAE）など集学的治療が著効した切除不能・局所進行乳腺ア
ポクリン癌の 1 例

1 徳島赤十字病院　外科、2 帝京大学医学部附属病院　放射線科、3 徳島赤十字病院　放射線科
兼松　美幸 1、川中　妙子 1、庄野　隆志 1、溝渕　海 1、福田　美月 1、山本　清成 1、
西岡　康平 1、松尾　祐太 1、森　理 1、浜田　陽子 1、西野　豪志 1、富林　敦司 1、湯浅　康弘 1、
石倉　久嗣 1、木下　光博 2、尾崎　享佑 3

P14-5　　　高 Ca 血症のコントロールに難渋した乳癌多発骨転移の 1 例
徳島大学大学院　胸部・内分泌・腫瘍外科学
行重佐和香、井上　寛章、乾　友浩、宮本　直輝、笹　聡一郎、三崎万理子、後藤　正和、
鳥羽　博明、滝沢　宏光
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P14-6　　　乳腺内に発生した異所性 epidermal cyst の１例
岡山大学病院　乳腺・内分泌外科
近藤　碧、突沖　貴宏、岡　美苗、守山恵利香、仁科　卓也、間森　智加、中本　翔伍、
高橋　侑子、岩谷　胤生、枝園　忠彦

P14-7　　　被包型乳頭癌の 2 例
香川大学　呼吸器・乳腺内分泌外科
池内真由美、橋本新一郎、阿部　宣子、紺谷　桂一、矢島　俊樹
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研修医・専攻医

2023年 8月31日（木）

研修医・専攻医ポスター１　大腸・小腸・肛門

16：30 〜 17：30
渡部　美弥（愛媛県立中央病院　消化器外科）

Y1-1　　　 ストーマ脱に対して施行した用手的還納により発症した腸重積に対して保存的治療が奏功した
１例

坂出市立病院　外科
四元　拓宏、佐野　貴範、坂本あすな、西村　充孝、森　誠治、岡田　節雄

Y1-2　　　 Meckel 憩室の mesodiverticular vascular band による絞扼性腸閉塞に Meckel 憩室茎捻
転を合併した一例

1 高松赤十字病院　卒後臨床研修センター、2 高松赤十字病院　消化器外科
沖田　直斗 1、山本　尚樹 2、大嶺　孝仁 2、近森健太郎 2、坂東　裕貴 2、細谷　啓人 2、
高見　拓矢 2、小森　淳二 2、藤原　理朗 2、石川　順英 2

Y1-3　　　 術前診断に難渋した S 状結腸間膜ヘルニアの 2 例
市立八幡浜総合病院
金城　尚樹、亀井　滝士、中津　宏基

Y1-4　　　 緊急手術を要した回腸憩室出血の一例
1 周南記念病院　外科、2 周南記念病院 消化器病センター・外科
3 周南記念病院 消化器病センター・消化器内科
藤瀬　悠太 1、織方　良介 2、藤井　敏之 2、吉田　一也 2、井上　幹茂 3、山下　仰 3、
藤原　大輔 3、池田　昭彦 2、梶山　實香 1、橋谷田　博 1、中元　賢武 1、日野　啓輔 3、
沖田　極 3、硲　彰一 2

Y1-5　　　 大腸全摘術後 7 年目に発症した回腸嚢盲端穿孔の 1 例 
日本赤十字社　松山赤十字病院
関　堯馨、南　一仁、舟越　弘樹、中西　充、徳永　貴之、信藤　由成、木村　光一、
矢野　博子、梶原勇一郎、永田　茂行、皆川　亮介、西﨑　隆

Y1-6　　　 炎症を契機に発症した回盲部動静脈奇形の一例
香川労災病院　外科
矢野　雄大、大谷　朋子、宮本　真志、戸嶋　圭、藤原　潤一、濵田　侑紀、小西　大輔、
戸嶋　俊明、徳毛　誠樹、小林　正彦、吉川　武志、村岡　篤、國土　泰孝

Y1-7　　　 抗 IL-6 レセプター抗体薬により重症度評価が困難であった虫垂穿孔の一例
岡山市立市民病院　外科
清水　実里、橋田　真輔、藤井　健人、池谷　七海、原田　昌明、山本　澄治、池田　宏国、
沖田　充司、佃　和憲
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研修医・専攻医ポスター２　大腸・小腸・肛門、小児外科

16：30 〜 17：30
近藤　彰宏（香川大学医学部附属病院　消化器外科）

Y2-1　　　 横行結腸中央まで腸重積を来した盲腸癌の 1 例
徳島市民病院
仲須　千春、金村　普史、近藤愛貴美、西庄　文、澤田　徹、近清　素也、宇山　攻、
小笠原　卓、渡邉　貴紀、尾形　頼彦、日野　直樹、三宅　秀則

Y2-2　　　 直腸癌を伴う直腸脱に対し腹腔鏡下低位前方切除術を行った一例
1 岡山市立市民病院　外科、2 岡山大学病院　呼吸器・乳腺甲状腺外科
3 岡山市立市民病院
藤井　健人 1、2、池谷　七海 3、橋田　真輔 3、原田　昌明 3、山本　澄治 3、池田　宏国 3、
沖田　充司 3、佃　和憲 3

Y2-3　　　 腹腔鏡補助下に高位前方切除術を施行した Persistent Descending Mesocolon を伴う直腸
癌の一例

1 川崎医科大学附属病院、2 川崎医科大学　消化器外科学
堀　昌明 1、2、神原　啓伸 2、田中　宏典 2、兼定　航 2、東田　正陽 2、伊藤　嘉智 2、
岡田　敏正 2、遠藤　俊治 2、吉松　和彦 2、藤原　由規 2、上野　富雄 2

Y2-4　　　 ロボット支援腹腔鏡下低位前方切除を施行した Persistent Descending Mesocolon を伴う
直腸 S 状部癌の 1 例

1 岡山大学病院　卒後臨床研修センター
2 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　消化器外科学
廣砂　賢祐 1、賀島　肇 2、寺石　文則 2、皆木　仁志 2、庄司　良平 2、金谷　信彦 2、
垣内　慶彦 2、松三　雄騎 2、菊地　覚次 2、重安　邦俊 2、近藤　喜太 2、黒田　新士 2、
香川　俊輔 2、藤原　俊義 2

Y2-5　　　 急性虫垂炎発症時に腹膜播種をきたしていた虫垂杯細胞腺癌の一例
県立広島病院　消化器・乳腺・移植外科
中島　啓吾

Y2-6　　　 術前に限局性腸管拡張症を疑った先天性回腸狭窄症の 4 か月男児の 1 例
島根大学　消化器・総合外科
瀨名波英子、久守　孝司、船橋　功匡、石橋　脩一、真子　絢子、日髙　匡章

研修医・専攻医ポスター３　呼吸器・縦隔

16：30 〜 17：30
松浦奈都美（香川大学医学部附属病院　呼吸器・乳腺内分泌外科）

Y3-1　　　 肺内穿破した前縦隔成熟奇形腫に対し外科的切除を行った一例
1 愛媛大学医学部附属病院　総合臨床研修センター
2 愛媛大学大学院医学系研究科心臓血管・呼吸器外科学
3 愛媛医療センター　外科、4 愛媛大学大学院医学系研究科ゲノム病理学分野
5 愛媛大学大学院医学系研究科分子病理学講座
高橋　望 1、植木　貴史 2、石村　孝夫 2、杉原　貴仁 2、藻利　優 2、桐山　洋介 2、坂尾　伸彦 2、
大谷　真二 2、湯汲　俊悟 3、倉田　美恵 4、北澤　理子 5、佐野　由文 2、泉谷　裕則 2
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Y3-2　　　 縦隔成熟嚢胞性奇形腫に goblet cell carcinoid を合併した 1 例
山口大学大学院器官病態外科学・呼吸器外科
升井　規晴、田中　俊樹、村上　順一、今村　信宏、明石　智樹、濱野　公一

Y3-3　　　 受診時に重篤な敗血症性ショックを来していた降下性壊死性縦隔炎の治療経験
1 徳島県立三好病院　外科、2 徳島大学　地域外科診療部
石橋　佳奈 1、吉川　雅登 2、川上　行奎 1

Y3-4　　　 胸腺摘出術によって軽快した胸腺腫合併口腔扁平苔癬の１例
山口大学　器官病態外科学
明石　智樹、田中　俊樹、村上　順一、今村　信宏、濱野　公一

Y3-5　　　 経心嚢アプローチにより切除した胸腺カルチノイドの一例
1 鳥取県立中央病院　呼吸器・乳腺・内分泌外科
2 鳥取県立中央病院　心臓血管外科、3 鳥取県立中央病院　呼吸器内科
梅木　真奈 1、城所　嘉輝 1、宮坂　成人 2、上田　康仁 3、野坂　祐仁 1、前田　啓之 1

研修医・専攻医ポスター４　呼吸器・縦隔

16：30 〜 17：30
藤原和歌子（鳥取大学医学部付属病院　呼吸器外科）

Y4-1　　　 術後に IgA 腎症を合併した孤立性線維性腫瘍の一例
岩国医療センター　胸部外科
岡　詠吾、渡邉　元嗣、白羽　範昭、園部　奏生、近藤　薫、塩谷　俊雄

Y4-2　　　 術後早期に再発したすりガラス陰影を伴う腸型肺腺癌の 1 例
1 独立行政法人国立病院機構岡山医療センター
2 独立行政法人国立病院機構岡山医療センター 呼吸器外科
谷口　もこ 1、賀来　潤一 2、津野　夏美 2、鳥越英次郎 2、平見　有二 2

Y4-3　　　 子宮内膜症の治療中に発症した胸腔子宮内膜症性気胸の 1 例
岡山済生会総合病院外科
中村　一仁、奥谷　大介、坂本　美咲、楢原　友希、河合　健吾、片岡　正文

Y4-4　　　 COVID-19 により治療法の選択に制限を受けた難治性気胸の 1 例
独立行政法人　地域医療機能推進機構　徳山中央病院　外科
西尾　侑祐、吉峯　宗大、原口　大希、山谷　優明、山本　直宗、松隈　聰、得能　和久、
坂野　尚、河岡　徹、藤田　雄司、秋山　紀雄、山本　滋

研修医・専攻医ポスター５　心臓・血管

16：30 〜 17：30
髙橋　信也（広島大学大学院医系科学研究科　外科学）

Y5-1　　　 不完全ベーチェット病患者における PVE に対してのホモグラフトの使用経験
岡山大学　心臓血管外科
武田　直人、岸　良匤、成宮　悠二、鈴木　浩之、枝木　大治、井上　善紀、小松　弘明、
横田　豊、藤井　奉宏、小林　純子、小谷　恭弘、黒子　洋介、川畑　拓也、廣田　真規、
加藤源太郎、笠原　真悟
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Y5-2　　　低侵襲心臓手術による僧帽弁形成術後に肺ヘルニアを生じた 1 例
1 愛媛大学医学部附属病院　総合臨床研修センター
2 愛媛大学医学部附属病院　心臓血管・呼吸器外科
宇都宮　啓 1、大谷　真二 2、植木　貴史 2、石村　孝夫 2、杉原　貴仁 2、桐山　洋介 2、
藻利　優 2、坂尾　伸彦 2、佐野　由文 2、泉谷　裕則 2

Y5-3　　　複数科の介入により改善を得た Lemierre 症候群の１例
1JA 尾道総合病院　臨床研修科、2JA 尾道総合病院　呼吸器外科
3JA 尾道総合病院　大腸・肛門外科、4JA 尾道総合病院　整形外科
柴村　英真 1、仁科　麻衣 2、山木　実 2、倉吉　学 3、中原　雅浩 3、岡田　康平 4、
則行　敏生 2

Y5-4　　　上腸間膜動脈症候群を伴った後腹膜線維症の一例
1 徳島県立中央病院　初期臨床研修センター、2 徳島県立中央病院　外科
竹口　哲矢 1、山下　祥子 2、松本　大資 2、松下　健太 2、岩橋　衆一 2、宮谷　知彦 2、
坪井　光弘 2、荒川　悠佑 2、川下陽一郎 2、大村　健史 2、井川　浩一 2、広瀬　敏幸 2、
八木　淑之 2

2023年 9月1日（金）

研修医・専攻医ポスター６　肝胆膵

16：10 〜 17：00
伊藤　千尋（愛媛大学医学部附属病院　肝臓・胆のう・膵臓・移植外科）

Y6-1　　　 脈絡膜悪性黒色腫による眼球摘出術から 13 年後に肝転移が出現した肝切除の 1 例
1 松山赤十字病院　外科、2 松山赤十字病院　肝胆膵外科
舟越　弘樹 1、木村　光一 2、永田　茂行 2、皆川　亮介 2、西﨑　隆 2

Y6-2　　　 術前補助化学療法により病理学的完全奏功が得られた膵尾部癌の 1 例
愛媛県立中央病院　消化器外科
石村　菜穂、花岡　潤、大野　拓也、武原悠花子、徳田　和憲、上野　義智、渡邊　常太、
大谷　広美

Y6-3　　　 腎細胞癌多発膵転移に対して膵全摘術を行った一例
愛媛県立中央病院　消化器外科
大野　拓也、武原悠花子、徳田　和憲、上野　義智、花岡　潤、渡邊　常太、大谷　広美

Y6-4　　　 当院における腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術の導入と今後の課題
1 徳島赤十字病院、2 徳島赤十字病院　外科
富永　洋介 1、富林　敦司 2、湯浅　康弘 2、庄野　隆志 2、福田　美月 2、溝渕　海 2、
山本　清成 2、西岡　康平 2、松尾　祐太 2、森　理 2、西野　豪志 2

Y6-5　　　 腎細胞癌異時性胆嚢転移の 1 例
1 香川大学医学部附属病院　卒後臨床研修センター、2 香川大学消化器外科
天雲　大雅 1、松川　浩之 2、西垣　新 2、福家　拓郎 2、香西　純 2、馮　東萍 2、下村　彩香 2、
西浦　文平 2、近藤　彰宏 2、安藤　恭久 2、須藤　広誠 2、浅野　栄介 2、岸野　貴賢 2、
大島　稔 2、隈元　謙介 2、岡野　圭一 2

Y6-6　　　 肝粘液性嚢胞性腫瘍と鑑別が困難であった Oncocytic type の胆管内乳頭状腫瘍の一例
県立広島病院
片山志穂子
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Y6-7　　　 腹腔鏡下に摘出した 43mm 大の大網副脾の 1 例
1 三豊総合病院　卒後臨床研修センター、2 三豊総合病院　外科、
3 三豊総合病院　病理診断科
遠藤　通意 1、浅野　博昭 2、久保　雅俊 2、西山　岳芳 2、大塚　智昭 2、渡辺　信之 2、
遠藤　出 2、吉田　修 2、宇高　徹総 2、宮谷　克也 3

研修医・専攻医ポスター７　胃

16：30 〜 17：00
吉田　素平（愛媛大学大学院消化管・腫瘍外科学）

Y7-1　　　 腹腔鏡下胃固定術を施行した胃軸捻転症の 1 例
1 愛媛県立中央病院　臨床研修センター、2 愛媛県立中央病院　消化器外科
烏谷　僚 1、大畠　将義 2、溜尾　美咲 2、髙田　厚史 2、神崎　雅之 2、佐藤　公一 2、
八木　草彦 2、大谷　広美 2

Y7-2　　　 十二指腸潰瘍により胆管十二指腸瘻を形成した 1 例
川崎医科大学　総合外科学
澁谷　明広、石田　尚正、松下　和輝、赤木　晃久、浦野　貴至、小西　貴子、松原　正樹、
髙岡　宗徳、林　次郎、浦上　淳、吉田　和弘、山辻　知樹

Y7-3　　　 上部消化管内視鏡を併用し開腹手術にて摘出し得た食道・胃内異物の 1 例
1 岡山医療センター、2 岡山医療センター　外科
長谷川　豪 1、松田　直樹 2、國末　浩範 2、津野　夏美 2、塩入　幹汰 2、伊達　慶一 2、
久保　孝文 2、松村　年久 2、野﨑　功雄 2、太田　徹哉 2

Y7-4　　　 集学的治療を施行した肛門管癌と胃癌の同時性重複癌の 1 例
1 愛媛大学医学部附属病院　総合臨床研修センター
2 愛媛大学医学部　消化管・腫瘍外科学講座
3 愛媛大学医学部　地域低侵襲消化器医療学講座
成本　葵 1、大木　悠輔 2、石丸　啓 3、秋田　聡 3、杉下　博基 2、吉田　素平 2、古賀　繁宏 2、
垣生　恭佑 2、渡部　克哉 2、高木　健次 2、惠木　浩之 2、加州　範明 2、宮地　太一 2、
中城　裕二 2

研修医・専攻医ポスター８　食道

16：10 〜 17：00
武田　　茂（山口大学大学院　消化器・腫瘍外科学）

Y8-1　　　 集学的治療により salvage 手術後 5 年無再発を達成した同時性多発肺転移を伴う胸部食道癌
の１例

1 川崎医科大学総合医療センター　臨床教育研修センター、2 川崎医科大学総合医療センター　外科
星島　純子 1、髙岡　宗徳 2、澁谷　明広 2、松下　和輝 2、浦野　貴至 2、赤木　晃久 2、
小西　貴子 2、神原　啓伸 2、田中　晶子 2、松原　正樹 2、石田　尚正 2、林　次郎 2、
吉田　和弘 2、浦上　淳 2、羽井佐　実 2、山辻　知樹 2

Y8-2　　　 リンパ節転移巣で神経内分泌癌の形態を示し，急激な経過を辿った食道扁平上皮癌の 1 例
国立病院機構四国がんセンター消化器外科
中田　俊輔、西脇　紀之、柿下　大一、高津　史明、落合　亮二、御厨　美洋、小林　成行、
小畠　誉也、羽藤　慎二、大田　耕司

ご
案
内

日
程
表

プ
ロ
グ
ラ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ポ
ス
タ
ー

研
修
医
・
専
攻
医

ポ
ス
タ
ー

プ
レ
ナ
リ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン

研
修
医
・
専
攻
医

優
秀
演
題

ス
ポ
ン
サ
ー
ド

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

41



Y8-3　　　 非常に稀な食道腫瘍である食道重複嚢胞に対し腹腔鏡下に切除術を施行した 1 例
1 岡山大学病院　消化管外科、2 広島市立市民病院　外科
濱崎　友洋 1、野間　和広 1、安井　雄一 1、河崎　健人 1、國友　知義 1、橋本　将志 1、
加藤　卓也 1、前田　直見 1、田辺　俊介 1、白川　靖博 2、藤原　俊義 1

Y8-4　　　 鏡視下食道癌術後に食道裂孔ヘルニア嵌頓をきたした１例
1 香川大学医学部附属病院　卒後臨床研修センター、2 香川大学　消化器外科
向井　一貴 1、馮　東萍 2、松川　浩之 2、西浦　文平 2、近藤　彰宏 2、安藤　恭久 2、
須藤　広誠 2、浅野　栄介 2、岸野　貴賢 2、大島　稔 2、隈元　謙介 2、岡野　圭一 2

Y8-5　　　 遠隔転移を伴う切除不能進行食道癌に対し、nivolumab 療法が奏功しロボット支援
conversion 手術を施行した 1 例

広島市立広島市民病院
水澤　洋平、桂　佑貴、白川　靖博、吉本　匡志、真島　宏聡、澤田　紘幸、石田　道拡、
佐藤　太祐、吉田　龍一、丁田　泰宏、吉満　政義、中野　敢友、井谷　史嗣、松川　啓義、
塩崎　滋弘

研修医・専攻医ポスター９　乳腺・甲状腺・内分泌

16：10 〜 17：00
大石　一行（高知医療センター　乳腺甲状腺外科）

Y9-1　　　 放射線治療により長期生存が得られている甲状腺扁平上皮癌の 1 例
1 徳島市民病院　初期研修医、2 徳島市民病院　外科、3 徳島市民病院　病理診断科
瀬戸山千紗 1、小笠原　卓 2、仲須　千春 2、近藤愛貴美 2、西庄　文 2、澤田　徹 2、宇山　攻 2、
金村　普史 2、渡邉　貴紀 2、尾形　頼彦 2、日野　直樹 2、三宅　秀則 2、堀口　英久 3

Y9-2　　　 同側乳房内に浸潤性乳管癌と小葉癌が併存し多発性骨転移および胃転移をきたした 1 例
1 高知大学医学部　外科学講座、2 高知大学医学部附属病院　手術部
3 高知大学医学部　医療管理学、4 高知大学医学部附属病院　次世代医療創造センター
5 高知大学医学部　医療学講座
荒木　滉平 1、2、3、4、並川　努 1、宇都宮正人 1、横田啓一郎 1、新納　健人 1、丸井　輝 1、
川西　泰広 1、藤澤　和音 1、宗景　匡哉 1、前田　広道 1、北川　博之 2、岡本　健 5、
杉本　健樹 1、小林　道也 5、花﨑　和弘 4、瀬尾　智 1

Y9-3　　　 再発乳癌で化学療法中に腹腔内リンパ節転移から胆管浸潤をきたした一例
総合病院　水島協同病院
古川　真一、石部　洋一、藤本　竜平、今井　智大、江口　孝行、山本　明広

Y9-4　　　 乳癌肝転移と鑑別を要した類上皮細胞肉芽腫を伴う肝腫瘍の一例
1 岡山大学病院　乳腺・甲状腺外科、2 真庭市国民健康保険湯原温泉病院
3 岡山大学病院　病理診断科
間森　智加 1、2、西田　賢司 3、枝園　忠彦 1、近藤　碧 1、仁科　卓也 1、中本　翔伍 1、
突沖　貴宏 1、高橋　侑子 1、岩谷　胤生 1
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プレナリーセッション

2023年 8月31日（木）　第2会場

14：20 〜 15：30
日髙　匡章（島根大学　消化器・総合外科）
藤澤　和音（高知大学医学部外科学講座　消化器外科）

PS-1　　　 外科の New normal　Acute care surgery のこれから　
徳島県立中央病院　外科
大村　健史、井川　浩一、山下　祥子、松本　大資、岩橋　衆一、川下陽一郎、宮谷　知彦、
坪井　光弘、荒川　悠佑、広瀬　敏幸

PS-2　　　 当院における ERCP 関連手技に伴う穿孔性合併症の治療成績の検討
1 高知医療センター　消化器外科・一般外科、2 高知医療センター　消化器内科
益永あかり 1、田渕　幹康 1、坂本　真也 1、岡本　宣人 2、尾崎　和秀 1、渋谷　祐一 1、
岡林　雄大 1

PS-3　　　 潜在性乳癌の一例
鳥取大学医学部　呼吸器乳腺内分泌外科学分野
田中　裕子、小嶋　駿介、藤原和歌子、宮本　竜弥、深谷　由美、大島　祐貴、松居　真司、
大野　貴志、細谷　恵子、窪内　康晃、若原　誠、春木　朋広、中村　廣繁

PS-4　　　 悪性胸膜中皮腫手術症例の検討
愛媛大学医学部附属病院　心臓血管・呼吸器外科
大谷　真二、植木　貴史、石村　孝夫、杉原　貴仁、桐山　洋介、藻利　優、坂尾　伸彦、
佐野　由文、泉谷　裕則

PS-5　　　 腹腔鏡下スリーブ状胃切除術後の PGSAS-37 質問票による QOL 評価の短期成績
広島大学　消化器・移植外科
唐口　望実、佐伯　吉弘、田邊　和照、太田　浩志、築家　恵美、竹元　雄紀、高畑　明寛、
大段　秀樹

PS-6　　　 食道癌に対するロボット支援下胸腔鏡下食道切除術導入後の成績
1 高知大学　消化器外科、2 高知大学　医療管理学
北川　博之 1、横田啓一郎 1、宇都宮正人 1、並川　努 1、小林　道也 2、瀬尾　智 1

PS-7　　　 当院の大腸癌手術症例に COVID-19 が与えた影響に関する検討
国立病院機構四国がんセンター　消化器外科
高津　史明、落合　亮二、小林　成行、杉山　浩樹、中田　俊輔、西脇　紀之、御厨　美洋、
柿下　大一、羽藤　慎二、大田　耕司、小畠　誉也

PS-8　　　 当科における TaTME の治療成績
1 山口大学大学院　消化器・腫瘍外科学、2 山口大学医学部附属病院腫瘍センター
西田　裕紀 1、鈴木　伸明 1、藤原　康弘 1、友近　忍 1、中島　正夫 1、西山　光郎 1、
松井　洋人 1、新藤芳太郎 1、徳光　幸生 1、渡邊　裕策 1、前田　訓子 1、飯田　通久 1、
武田　茂 1、井岡　達也 2、永野　浩昭 1

PS-9　　　 腹腔鏡下肝切除術における開腹移行に影響を及ぼす因子の検討〜腫瘍と肝内脈管との距離に着
目して〜

愛媛大学　肝胆膵・乳腺外科学講座
坂本　明優、小川　晃平、疋田　貴大、伊藤　千尋、岩田　みく、新恵　幹也、西　悠介、
浦岡　未央、永岡　智之、本庄　真彦、田村　圭、坂元　考克、船水　尚武、高田　泰次
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PS-10　　　当院における安全なロボット支援腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術（RPD）導入に関する取り組み
愛媛県立中央病院　消化器外科
花岡　潤、大野　拓也、武原悠花子、徳田　和憲、上野　義智、渡邊　常太、大谷　広美
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研修医・専攻医優秀演題

2023年 8月31日（木）　第1会場

15：40 〜 16：30
三浦友二郎（高知大学医学部外科学講座（心臓血管外科学））
渡邉めぐみ（国立病院機構　岩国医療センター）

YPS-1　　　縦隔リンパ節転移に対して胸骨縦切開にて縦隔郭清術を行った甲状腺乳頭癌の 3 例の検討
岡山大学病院　乳腺・内分泌外科
仁科　卓也、枝園　忠彦、岩谷　胤生、高橋　侑子、突沖　貴宏、中本　翔伍、間森　智加、
近藤　碧、岡　美苗、守山恵利香

YPS-2　　　フレイルチェストに対して肋骨固定術を施行した一例
岩国医療センター　胸部外科
東端　政樹、渡邉　元嗣、白羽　範昭、園部　奏生、近藤　薫、塩谷　俊雄

YPS-3　　　十二指腸動脈瘤による十二指腸狭窄の栄養管理に経皮経食道胃瘻造設術が有用であった 1 例
1 阿南医療センター、2JA 徳島厚生連阿南医療センター外科
3 徳島大学大学院実践地域診療・医科学分野
米田　健一 1、田上　誉史 2、浅野間理仁 2、正宗　克浩 2、吉川　幸造 3

YPS-4　　　Interval appendectomy を施行した COVID19 感染複雑性虫垂炎の 1 例
川崎医科大学附属病院　消化器外科
神原　啓伸、吉松　和彦、伊藤　嘉智、田中　宏典、木下　征也、上野　富雄、藤原　由規、
遠藤　俊治、岡田　敏正、東田　正陽、峯田　修明、上野　綸、岩本　怜、北川　集士、
堀　昌明

YPS-5　　　診断に苦慮した Multicystic biliary hamartoma の 1 例
岡山大学　消化器外科
佐藤　真歩、安井　和也、木村　裕司、廣野　欣司、萱野　真史、木村　次郎、山田　元彦、
高木　弘誠、藤　智和、楳田　祐三、藤原　俊義

YPS-6　　　腹腔鏡手術における指導医と修練医の鉗子操作の違い：非優位鉗子の持ち替え回数からの検討
高松赤十字病院　消化器外科
細谷　啓人、藤原　理朗、石川　順英、小森　淳二、山本　尚樹、高見　拓矢、近森健太郎、
坂東　裕貴、大嶺　孝仁、爲定賢一郎

YPS-7　　　若手肝胆膵外科修練医による自己研鑽としてのスケッチの重要性
岡山大学 消化器・肝胆膵外科
廣野　欣司、木村　次郎、藤　智和、高木　弘誠、安井　和也、木村　裕司、山田　元彦、
萱野　真史、佐藤　真歩、楳田　祐三、藤原　俊義
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スポンサードシンポジウム

2023年 8月31日（木）　第2会場

スポンサードシンポジウム２
外科腸内細菌のNew normal

15：30 〜 16：30
比企　直樹（北里大学医学部 上部消化管外科学）
藤原　義之（鳥取大学医学部 器官制御外科学講座　消化器外科・小児外科学分野）

基調講演 1　上部消化管癌における Fusobacterium nucleatum の存在意義
熊本大学病院　次世代外科治療開発学寄附講座
馬場　祥史、原　淑大、馬場　秀夫

基調講演 2　高度侵襲消化器外科手術におけるシンバイオティックスの感染性合併症抑制効果
名古屋大学　消化器腫瘍外科・外科周術期管理学寄附講座
横山　幸浩

SSY2-1　　 超高齢大腸癌術後患者における Clostridium difficile 関連下痢症の発生状況と術後合併症の検
討

島根大学　消化器・総合外科
山本　徹、百留　亮治、高井　清江、象谷ひとみ、谷浦　隆仁、石飛　一成、井上　圭亮、
平原　典幸、日高　匡章

SSY2-3　　 腸内細菌叢の変化からみた減量・代謝改善手術の効果
徳島大学　消化器・移植外科
柏原　秀也、島田　光生、吉川　幸造、徳永　卓哉、中尾　寿宏、西　正暁、高須　千絵、
和田　佑馬、良元　俊昭

共催：ミヤリサン製薬株式会社
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2023年 9月1日（金）　第2会場

スポンサードシンポジウム１
外科漢方のNew normal

8：50 〜 9：50
調　　　憲（群馬大学大学院医学系研究科　総合外科学講座　肝胆膵外科学分野）
秦　　広樹（徳島大学大学院医歯薬学研究部　心臓血管外科学）

基調講演 1　消化器外科術後障害に対する漢方の有用性
大阪大学医学部医学系研究科　外科学講座消化器外科学
土岐祐一郎、高橋　剛、田中　晃司、黒川　幸典、江口　英利

SSY1-1　　 便失禁患者の腹痛・腹部膨満感に対する TJ-100 ツムラ大建中湯の有効性
1 ぎおん牛田病院、2 広島大学　感染症科、3 広島大学　消化器外科
島筒　和史 1、大毛　宏喜 2、渡谷　祐介 3

SSY1-2　　 肝切除術後における大建中湯使用の有効性
高知大学医学部外科学講座　消化器外科
藤澤　和音、宗景　匡哉、荒木　滉平、新納　健人、田中　智規、川西　泰広、前田　広道、
北川　博之、並川　努

SSY1-3　　 大建中湯の消化器疾患における役割
徳島大学　外科学
吉川　幸造、島田　光生、森根　裕二、徳永　卓哉、中尾　寿宏、西　正暁、高須　千絵、
柏原　秀也、和田　佑馬、良元　俊昭

共催：株式会社ツムラ

ご
案
内

日
程
表

プ
ロ
グ
ラ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ポ
ス
タ
ー

研
修
医
・
専
攻
医

ポ
ス
タ
ー

プ
レ
ナ
リ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン

研
修
医
・
専
攻
医

優
秀
演
題

ス
ポ
ン
サ
ー
ド

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

47



ランチョンセミナー
2023年 8月31日（木）

12：00 〜 12：50　第 1 会場
ランチョンセミナー 1
司　　　会：髙須　千絵（徳島大学　消化器・移植外科）
演　　　者：篠原　　尚（兵庫医科大学　上部消化管外科）

共催：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

12：00 〜 12：50　第 2 会場
ランチョンセミナー 2
地方大学における膵癌集学的治療への挑戦
司　　　会：岡野　圭一（香川大学医部　消化器外科学）
演　　　者：森根　裕二（徳島大学大学院医歯薬学研究部　消化器・移植外科学）

共催：大鵬薬品工業株式会社

2023年 9月1日（金）
12：00 〜 12：50　第 1 会場
ランチョンセミナー 3
司　　　会：島田　光生（徳島大学大学院　消化器・移植外科学）
講演①
　　『肝細胞癌治療を「諦めない」と語ってもよいのか？』
演　　　者：進藤　潤一（国家公務員共済組合連合会　虎の門病院　消化器外科）

講演②
　　『複合免疫療法時代における肝細胞癌の集学的治療戦略』
演　　　者：伊藤　心二（九州大学大学院　消化器・総合外科）

共催：中外製薬株式会社

12：00 〜 12：50　第 2 会場
ランチョンセミナー 4
ICIs 時代の食道癌集学的治療とロボット手術
司　　　会：瀧口　修司（名古屋市立大学大学院医学研究科　消化器外科学）
演　　　者：野間　和広（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　消化器外科学）

共催：MSD 株式会社

12：00 〜 12：50　第 3 会場
ランチョンセミナー 5
1. 上部消化管
司　　　会：吉川　幸造（徳島大学　消化器・移植外科）
演　　　者：金治　新悟（神戸大学　食道胃腸外科）

2. 下部消化管
司　　　会：岡島　正純（医療法人三渓会川堀病院）
演　　　者：惠木　浩之（北里メディカルセンター　外科）

共催：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
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イブニングセミナー
2023年 8月31日（木）

17：30 〜 18：30　第 2 会場
イブニングセミナー
術者と助手、ペアで学ぶ大腸ビデオクリニック
司　　　会：徳永　卓哉（徳島大学　消化器・移植外科）
E x p e r t：池田　正孝（兵庫医科大学　下部消化管外科）
症 例 提 示：岡山済生会総合病院　外科
術　　　者：竹原　裕子
助　　　手：大谷　　剛

共催：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

モーニングセミナー
2023年 9月1日（金）

8：00 〜 8：50　第 1 会場
モーニングセミナー 1
肝臓外科の手術技変遷と合併症対策
司　　　会：大段　秀樹（広島大学院　消化器・移植外科学）
演　　　者：吉住　朋晴（九州大学院　消化器・総合外科）

共催：テルモ株式会社

8：00 〜 8：50　第 2 会場
モーニングセミナー 2
薬物療法新時代における進行肝細胞癌外科的治療戦略
司　　　会：永野　浩昭（山口大学大学院医学研究科　消化器・腫瘍外科学）
演　　　者：赤星　径一（東京医科歯科大学　肝胆膵外科学分野）

共催：エーザイ株式会社
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